
 

リハビリルーム リハビリルーム 入院施設 入院施設 

（2006年11月01日発行） 2006年秋季創刊号 

 

　理　　念（３つの使命）  
１ 患者・利用者の自立を支援し、 
　 適正な医療と良質な看護・介護を提供する。 
２ 仕事に誇りと責任を持ち、 
　 社会人としての向上を目指す。 
３ 事業の充実により、住民の健康増進と 
　 地域社会の発展に寄与する。 

医療法人社団 千春会   ホームページアドレス  http://www.senshunkai.or.jp/

創刊のご挨拶 地域医療のさらなる充実と連携強化のために 
季刊誌「せんしゅん」を創刊しました。 

 

　この度、医療法人社団 千春会では、季刊誌として「せんしゅ
ん」を発刊することになりました。地域の皆さま・先生方に、当
法人に関する情報をわかりやすく発信し、地域医療のさらなる
充実と連携強化をはかってまいりたいと考えております。 
　当法人は、理念に基づいた医療・介護サービスを乙訓地域
中心に提供し、地域住民の健康維持・増進に寄与すると共に、
「地域に根ざした」・「地域に信頼され親しまれる医療・介護施設」
を構築するため、地道に努力を続けております。特に、その中
心となる千春会病院は、昨年の７月に長岡河上病院から千春会
病院への名称変更を行い、同年１０月には千春会病院の竣工（増

改築）・透析センターをオープンして、はや
１年が過ぎました。今年度を当法人として
の『第二の創業元年』と位置づけ、全職
員の意識改革をはかっているところであります。 
　今後、季刊誌「せんしゅん」を通じ、当法人の紹介と地域
の皆さまのお役にたてるような情報を発信できるよう、紙面の充
実に取り組んでまいりたいと考えております。今後ともご指導・
ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

医療法人社団  千春会  
理事長　菊 地　孝 三 

透析センターのご案内 透析センターのご案内 最新の透析治療で、より快適な 
透析ライフをサポートいたします。 
最新の透析設備で、より快適な 
透析ライフをサポートいたします。 

　透析センターは当院2階に位置し、最新の設備を導入、よ
り安全で質の高い透析医療を目指します。定期的・継続的
に治療が必要な患者様にすこしでも快適に過ごしていただく
ために、患者様にとって治療の場でありながら居間で寛いで
いただいているような快適な環境づくりを基本としておりま
す。又、合併症の予防と早期発見、早期治療までを見据え
細やかなケアで総合的な治療を目指していきます。災害対
策としましては、免震構造やコジェネレーションによる非常
電源及び地下には常時30t（井水と市水）を貯水し、給水の
確保等により、常に安心して治療を継続していただける環境
を整備しております。施設・設備治療スペースは、23台のベッ
ドがゆったり並び患者様ひとりひとりとコミュニケーションが
とれる開放的な空間を提供しております。 
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最新の液晶テレビと 
インターネットの 
接続可能な環境を 
整備しております。 
 

最新の液晶テレビと 
インターネットの 
接続可能な環境を 
整備しております。 
 

リクライニングチェアーでの透析透析も可能可能 リクライニングチェアーでの透析も可能 

午前、午後、夜間（月・水・金  午後5時より）の治療を行っています。 
旅行・出張で京都へお越しの時でも、臨時透析が可能です。 
医師、看護師、臨床工学技士など、専門のスタッフと最新設備のもと、
安心で快適な透析治療を受けていただくことができます。 
透析治療にともなう各種合併症につきましても、迅速に対応いたします。 
1週間前までにお電話にてお問合せください。 

月・水・金 は 午前9時～、 午後1時～、  午後5時～  
火・木・土 は 午前9時～、 午後1時30分～　 
（ ご要望に沿えるよう柔軟に対応します）  
連絡先　TEL075-954-2175（代表） FAX075-954-2181　担当： 多田  

治療時間治療時間 治療時間 

南側にラウンジを設置してお
りますので、透析後もくつろ
いでいただくことができます。 

最新型の透析機器を導入し、 
患者様のご要望に対応できるよう 
個人用の透析装置やHDF用装置、 
個室１床もご用意しております。 
通常透析はもとより、 
特殊血液浄化療法も可能です。 

入院施設・リハビリテーション施設を完備し、在宅介護も
充実しておりますので安心して治療に専念していただけます。 
 

長時間の治療を
すこしでも快適
にすごしていた
だく為に、リクラ
イニングチェアー
での透析も可能 

車椅子対応のゆったりした 
スペースの更衣室 

〒617-0826 京都府長岡京市開田 2 丁目14-26 
TEL.  ( 0 7 5 ) 9 5 4 - 2 1 7 5   FAX.  ( 0 7 5 ) 9 5 5 - 4 6 1 5  
 

 千 春 会 病 院  

当院では、次に掲げる患者さまの権利を尊重します。 
１  患者さまは誰でも、適正な医療と良質な看護を公平に受ける権利があります。  
２  患者さまは、医療の内容について納得できるまで十分な説明を受ける権利があります（インフォームドコンセント）。 
３  患者さまは、他の医療機関の医療者に意見を求める権利があります（セカンドオピニオン）。 
４  患者さまは、医師から説明を受けた治療方法など自らの意思で自由に選択し決定する権利があります。 
５  患者さまは、ご自分の診療録など診療情報の開示を求める権利があります。 
６  患者さまは、個人の情報やプライバシーの保護を受ける権利があります。 

また適正な医療と良質な看護を公平に受けていただくために、患者さまに次の義務をお願いしております。 
１  患者さまご自身の健康に関する情報を、できるだけ正確にご提供ください。 
２  十分理解できるまで質問していただき、納得した上で治療をお受けください。 
３  患者さまおよびご家族の方々は、他の患者さまの治療や職員による医療提供の支障にならないように 
    協力する義務があります。 

患者さまの権利と義務 
 



 



 

 

 



アローハー！　滝ノ町トロピカルアイランド祭り 
 
8月11日・12日の2日間、せんしゅんかいデイサービスセンター滝ノ町では、恒例の夏祭りを開催しました。 

ニーハオ！  友岡チャイナタウン祭り 
　 
デイサービスセンター友岡の夏祭りが、 
8月の4日、5日に開催されました。 
 
 今年は、今までとは異なる趣向の夏祭りにしようというこ

とで、テーマを『中国』にし、利用者様には実際に中国を

訪れたような気分を味わっていただけるよう、職員の衣装・

飾りつけ・中華料理・ゲームの景品に至るまで、中国にこ

だわりました。　 

　当日は、ホール内でエアコンが効かない程の暑さでした

が、普段の利用時とは異なる空間の中で、利用者の皆さ

まには楽しんでいただけたのではと実感しています。もし

かすると一番楽しんでいたのは職員かもしれませんが（笑）。 

　後半には、ボランティアの方々のご好意により、中国楽

器≪二胡≫の演奏などで雰囲気に華を添えていただきました。 

 

　　　　　　　                     デイサービスセンター友岡  

田中　正也 

 

 

 

 

　今年のテーマは、トロピカルアイランド、南の島です。朝

デイに到着しホールに入ると、そこはいつもとは違った南国

の世界。やしの木が立ち、壁一面には南国の花が飾り付け

られ、貝殻のブラをつけフラダンスを踊っている女性の姿も

見えます。利用者様の驚いた、きらきらと輝いている目が

印象的でした。午前中のいつもどおりのお風呂から上がると、

ホールでは赤い花柄のムームーを着た女性が、アロハシャ

ツを着てウクレレを弾く褐色の男性を従えフラダンスをして

います。ザザーと波の音も聞こえ、

気分は一気に南の島へタイムスリップ。 

　昼食はすいとん、焼きそば、ねぎやき、餃子、おにぎり

など、お好きなものを自由に食べていただきました。午後

からは、千本引きや、宝箱つり、輪投げなどの縁日でいろ

いろな景品を当てて楽しんでいただきました。 

　2部は、中国で400年の修行を受けてきたといういかに

も怪しげな、自称マイク・チンのマジックショー。リー・シェ

ンという可愛い弟子を連れて、ハンカチ隠し、コップ空中遊

泳、種も仕掛けもある筒のショーを見事に披露してくれまし

た。皆がその魔術に魅せられ幻惑させられたころを見計らっ

て、いよいよ大技の登場です。ひとつは大秘術の「浮遊術」。

腕がぴくぴくしていたような気もするけど・・・とにかく、

拍手。最後はいよいよマイク・チンの十八番「鋼鉄人間」。

怪しげな中国語らしき言葉を話す、いかにも怪しいマジシャ

ンでしたが、最後には皆から大きな拍手をもらい、お客様

と気持ちがひとつになったすばらしい魔術でした。 

 また来年はどんな企画になるか楽しみになさってください。

役者ぞろいの滝ノ町スタッフが、皆さんと楽しい一日を過ご

すために衆知を集めてがんばります。また、来年をお楽し

みに。いやいや、その前にクリスマス会もあります。 　 

 

デイサービスセンター滝ノ町 

田井　堅次 




